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貨か

ず

い
図
彙
』
は
、「
是
和
銅
ナ
ラ
ン
カ
、

然
レ
ド
モ
鍛
錬
ノ
術
ヲ
シ
ラ
ズ
、
无む

用よ
う

ト
ナ
レ
ル
カ
（
こ
れ
は
和
銅
と
み

ら
れ
る
が
、
精
錬
技
術
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
銭
貨
鋳
造
に
は
役
に
立

た
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
）」
と
苦
し
い

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
日
本
書
紀
』
天
武
十
二
年

（
六
八
三
）
四
月
十
五
日
条
に
、「
今

よ
り
以
後
、
必
ず
銅
銭
を
用
い
よ
。

銀
銭
を
用
い
る
こ
と
莫な

か

れ
」
と
い
う

天
武
天
皇
（
在
位
六
七
三
〜
六
八
六
）

の
有
名
な
詔

み
こ
と
の
りが
見
え
ま
す
。
こ
の
詔

に
登
場
す
る
和
銅
以
前
の
銀
銭
や
銅

銭
と
は
一
体
何
か
、
江
戸
時
代
以
来

さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
平
成
十
年（
一
九
九
八
）、

天
武
天
皇
の
都
が
置
か
れ
て
い
た
飛

鳥
（
奈
良
県
明
日
香
村
）
の
中
枢
部

　

わ
が
国
最
古
の
銅
銭
は
、
長
ら
く

和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
発
行
の
和
同

開
珎
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
江
戸
時
代
中
期
の
百
科
事
典
で

あ
る
『
和わ

漢か
ん
さ
ん
さ
い

三
才
図ず

え会
』（
一
七
一
二

年
成
立
）
が
、「
和
銅
元
年
に
武
蔵
国

が
献
上
し
た
初
め
て
の
和
銅
（
国
産

銅
）
を
用
い
て
、
本
朝
銅
銭
の
始
ま

り
と
な
る
有
文
の
『
和
銅
開
珍
』
が

鋳
造
さ
れ
た
」
と
記
述
し
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
こ
の
説

は
、
そ
の
後
広
く
社
会
に
浸
透
し
通

説
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
和
銅
献
上
を
伝
え
る『
続

日
本
紀
』
に
は
、文
武
二
年
（
六
九
八
）

三
月
と
九
月
に
因い
な
ば幡

国
（
注
１
）
と
周す

芳お
う

国
（
注
２
）
か
ら
銅
鉱
が
献
上
さ
れ

た
と
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。
武
蔵
国

の
和
銅
献
上
よ
り
も
古
い
こ
の
記
事

の
解
釈
に
は
、
江
戸
時
代
の
学
者
も

窮
し
た
よ
う
で
、文
化
十
二
年
（
一
八

一
五
）
刊
行
の
草
間
直
方
の
『
三さ

ん

に
位
置
す
る
古
代
の
工
房
遺
跡
「
飛

鳥
池
遺
跡
」
か
ら
富
本
銭
の
未
製
品

が
大
量
に
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、奈
良
時
代
の
厭

え
ん（
よ
う
）勝し
ょ
う
せ
ん
銭
（
ま

じ
な
い
銭
）
と
考
え
ら
れ
て
き
た
富

本
銭
が
、
和
同
開
珎
よ
り
も
古
い
天

武
天
皇
の
時
代
の
銅
銭
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　広
報
誌
「
に
ち
ぎ
ん
」
で
は
、
二
〇
〇
七
年
春
号
か
ら
二
〇
〇
九
年
冬
号
ま
で
の
一
二
回
に
わ
た
り
「
貨

幣
の
歴
史
学
」
と
銘
打
ち
、
主
と
し
て
貨
幣
経
済
や
そ
の
流
通
に
焦
点
を
あ
て
た
歴
史
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
四
回
に
わ
た
る
「
お
金
の
源
─
素
材
の
歴
史
と
作
り
方
」
は
、「
銅
」、「
銀
」、「
金
」、「
紙
」
と
い

っ
た
貨
幣
の
素
材
や
製
作
方
法
に
焦
点
を
あ
て
た
わ
が
国
貨
幣
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　今
回
は
、
十
円
玉
を
は
じ
め
、
身
近
な
お
金
の
素
材
で
あ
る
「
銅
」
に
着
目
し
、
富
本
銭
や
和わ

同ど
う
か
い
ち
ん

開
珎
以

降
に
発
行
さ
れ
た
銭
貨
の
製
作
方
法
や
品
質
な
ど
を
中
心
と
し
た
「
銅
貨
」
の
お
話
を
奈
良
文
化
財
研
究
所

長
の
松
村
先
生
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

注
１ 

因
幡
国

現
在
の
鳥
取
県
東
部
。

注
２ 

周
芳
国
（
周
防
国
）

現
在
の
山
口
県
東
部
。
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ま
た
、「
飛
鳥
池
遺
跡
」
よ
り
さ
ら

に
古
い
時
代
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ

て
い
た
地
金
貨
幣
の「
無
文
銀
銭
」が
、

同
遺
跡
か
ら
裁
断
さ
れ
た
状
態
で
出

土
し
た
こ
と
か
ら
、
詔
に
見
え
る
銀

銭
が
無
文
銀
銭
で
あ
る
こ
と
も
明
確

に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
時
に
発
掘
さ
れ
た

富
本
銭
の
生
産
関
連
遺
物
か
ら
、
富

本
銭
の
製
作
技
術
や
製
作
工
程
を
復

元
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
富

本
銭
の
生
産
は
次
の
よ
う
な
工
程
を

た
ど
り
ま
す
。

①
鋳
型
の
造
型
工
程
：
ま
ず
粘
土
と

砂
を
混
練
し
た
鋳
物
土
（
真ま

ね土
）
に

種た
ね
せ
ん銭
を
押
圧
し
て
銭
の
表
裏
を
型
取

り
、
熔
銅
の
流
路
（
湯ゆ

道み
ち

と
堰せ

き

）
を

刻
み
ま
す
。

②
地
金
の
熔
解
・
鋳
込
み
工
程
：
次

に
表
裏
の
鋳
型
を
合
わ
せ
て
、
ル
ツ

ボ
で
熔
解
し
た
地
金
を
湯
口
か
ら
注

ぎ
ま
す
。

③
型
ば
ら
し
：
冷
却
後
に
取
り
出
し

た
枝
銭
か
ら
一
枚
ず
つ
銭
を
切
り
離

し
ま
す
。

④
仕
上
げ
工
程
：
銭
の
周
囲
に
は
み

出
し
た
鋳
バ
リ
を
ヤ
ス
リ
で
除
去
し
、

砥
石
で
側
面
と
表
裏
面
を
研
磨
し
て

完
成
品
と
な
り
ま
す
。

　

貨
幣
を
円
滑
に
流
通
さ
せ
る
た
め

に
は
、
均
質
な
貨
幣
を
大
量
発
行
で

き
る
生
産
方
法
が
不
可
欠
で
す
。
規

格
性
の
高
い
金
属
貨
幣
の
量
産
に
は

鋳
造
が
最
も
適
し
て
い
ま
す
。

　

復
元
さ
れ
た
富
本
銭
の
製
作
工
程

を
、
江
戸
時
代
の
寛
永
通
寳
の
鋳
銭

作
業
を
描
い
た
『
鋳
銭
図
解
』

（
一
七
二
八
年
）
や
、天
保
通
寳
の
『
天

保
六
年
江
戸
橋
場
鋳
銭
座
絵
図
』

（
一
八
三
五
年
）
と
比
較
す
る
と
、
両

者
の
間
に
は
千
年
近
い
懸
隔
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
銭
貨
の
製
作
方

法
に
ほ
と
ん
ど
変
化
の
な
い
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　　

飛
鳥
池
遺
跡
の
鋳
銭
関
係
遺
物
か

ら
復
元
さ
れ
た
技
術
を
も
と
に
、
鋳

造
実
験
で
再
現
し
た
富
本
銭
が
、
下

の
写
真
の
よ
う
な
枝
銭
と
完
成
品
で

す
。
富
本
銭
の
地
金
は
銅
と
ア
ン
チ

モ
ン
（
注
３
）
の
特
殊
な
合
金
で
、
完

成
品
は
金
色
味
を
帯
び
た
淡
い
銅
色

の
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。
銅
に
ア

ン
チ
モ
ン
を
混
ぜ
る
と
、
熔
解
の
融

点
が
下
が
り
、
湯
流
れ
も
良
く
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
特
性
を
熟
知
し
た

上
で
、
銅
―
ア
ン
チ
モ
ン
合
金
を
地

金
に
採
用
し
た
の
で
し
ょ
う
。（
注
４
）

　

和
同
開
珎
以
降
の
八
世
紀
の
銅
銭

は
、
銅
と
錫
の
合
金
、
す
な
わ
ち
青

銅
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
九
世

紀
に
入
る
と
次
第
に
銅
の
含
有
率
が

低
下
し
、
鉛
の
含
有
量
の
増
加
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
銅

の
生
産
量
が
激
減
す
る
十
世
紀
に
な

る
と
、
鉛
が
九
〇
％
を
占
め
る
よ
う

な
鉛
銭
が
現
れ
る
な
ど
、
も
は
や
銅

銭
と
は
呼
べ
な
い
ほ
ど
に
品
位
の
低

下
が
進
み
ま
し
た
。

注
３ 

ア
ン
チ
モ
ン

金
属
元
素
の
一
つ
。
銀

白
色
の
光
沢
が
あ
り
、

硬
く
て
も
ろ
い
半
金
属

の
固
体
。
鉛
な
ど
と
活

字
合
金
や
軸
受
合
金
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

注
４

京
都
美
術
工
芸
大
学
の

村
上
隆
教
授
の
研
究
に

よ
る
と
、
富
本
銭
の
成

分
は
、
銅
が
主
で
ア
ン

チ
モ
ン
が
そ
れ
に
つ
ぐ

が
、
ア
ン
チ
モ
ン
の
含

有
率
は
個
体
差
が
大
き

く
、
四
～
二
五
％
と
一

定
し
な
い
、と
の
こ
と
。

富
本
銭
の
製
作
工
程

銅
銭
の
地
金
成
分
の
変
化

富本銭の製作工程

①鋳型の造型工程

③型ばらし

鋳型

地金を熔解した
ルツボとフイゴの
羽口

④仕上げ工程

側面を研磨した砥石 未製品とヤスリ

▶
▶

▶

②地金の熔解・鋳込み工程

（写真、イラスト：奈良文化財研究所）

※銅貨の方孔
に角棒を通し、
固定している。
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山
口
県
美
祢
市
の
長な

が

登の
ぼ
り

銅
山
は
、

古
代
の
銅
山
と
し
て
有
名
で
す
。
文

献
史
料
に
記
録
の
な
い
銅
山
で
す
が
、

銅
山
の
地
元
に
は
「
昔
奈
良
の
都
に

大
仏
鋳
造
用
の
銅
を
貢
納
し
た
の
で

奈
良
登
の
地
名
を
賜
り
、
い
つ
し
か

訛な
ま

っ
て
長
登
に
な
っ
た
」
と
い
う
地

名
伝
承
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
の

東
大
寺
大
仏
殿
回
廊
西
側
の
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
青
銅
塊
が
、
ヒ
素
の

含
有
率
が
高
い
長
登
銅
山
特
有
の
銅

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
地
名
伝
承

と
の
関
係
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
開
始
さ

れ
た
長
登
銅
山
の
本
格
的
な
発
掘
調

査
で
、
遺
跡
に
堆
積
す
る
夥

お
び
た
だし
い
量

の
製せ

い
れ
ん錬
滓さ

い
（
か
ら
み
）
の
中
か
ら
、

炉ろ

壁へ
き

片
や
羽は

口ぐ
ち

（
注
５
）、
石
槌
、
要

か
な
め

石い
し

（
注
６
）、
鉱
石
片
な
ど
の
製
錬
関

係
遺
物
や
奈
良
時
代
の
土
器
が
出
土

し
、
伝
承
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

長
登
銅
山
で
は
榧か

や

ヶが

葉ば

山や
ま

山
頂
の

露
天
掘
坑
を
中
心
に
、
酸
化
銅
鉱
の

採
掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
銅
鉱
石
は

選
鉱
作
業
場
で
粉
砕
、
比
重
選
鉱
（
注

７
）
さ
れ
た
後
に
、
内
径
三
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
円
形
竪
型
炉
で
熔
解
さ

れ
、
床と

こ
じ
り
ど
う

尻
銅
（
粗
銅
）
が
生
産
さ
れ

ま
し
た
。
長
登
銅
山
の
銅
は
、
運
京

さ
れ
て
東
大
寺
大
仏
の
原
料
銅
と
な

り
、
ま
た
長
門
国
（
注
８
）
の
鋳じ

ゅ
せ
ん銭

司し

に
銭
貨
原
料
と
し
て
も
供
給
さ
れ
ま

し
た
。

　

古
代
の
銭
貨
生
産
を
担
当
し
た
役

所
が
鋳
銭
司
で
す
。
そ
の
史
料
上
の

初
見
は
、
持
統
八
年
（
六
九
四
）
の

鋳
銭
司
任
命
記
事
で
す
。
文
武
三
年

（
六
九
九
）
に
も
鋳
銭
司
の
設
置
記
事

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
富
本
銭
の
生
産
を

担
っ
た
官
司
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

和
同
開
珎
を
生
産
し
た
の
は
長
門

鋳
銭
司
で
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）

に
初
め
て
史
料
に
登
場
し
、
天
長
二

年
（
八
二
五
）
に
停
止
さ
れ
る
ま
で
、

和
同
開
珎
か
ら
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）

発
行
の
富ふ

寿じ
ゅ
し
ん
ぽ
う

神
寳
に
至
る
五
種
類
の

銅
貨
を
発
行
す
る
な
ど
、
一
貫
し
て

律
令
国
家
の
銭
貨
生
産
の
中
核
を
担

い
ま
し
た
。
そ
の
遺
跡
は
、
山
口
県

下
関
市
長
府
安
養
寺
に
所
在
す
る
覚か

く

苑お
ん

寺じ

の
境
内
を
中
心
に
広
が
り
、
江

戸
時
代
か
ら
、
和
同
開
珎
の
鋳
型

（
銭せ

ん
ぱ
ん笵

）
が
出
土
す
る
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
長
門
国
の
鋳
銭
司
の
廃

止
に
伴
い
、
鋳
銭
司
は
周す

お
う防

国
に
移

さ
れ
、
承
和
二
年
（
八
三
五
）
発
行

の
承

じ
ょ
う和わ

昌し
ょ
う
ほ
う寳か

ら
天
徳
二
年（
九
五
八
）

発
行
の
乹け

ん

元げ
ん

大た
い
ほ
う寳
に
至
る
七
種
類
の

銅
銭
を
生
産
し
ま
し
た
。

長登銅山の鉱口
（写真：松村恵司氏）

和同開珎以降に発行された銭貨
（日本銀行金融研究所貨幣博物館所蔵）
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乾
元
大
寳

延
喜
通
寳

寛
平
大
寳

貞
観
永
寳

饒
益
神
寳

長
年
大
寳

承
和
昌
寳

富
寿
神
寳

隆
平
永
寳

神
功
開
寳

万
年
通
寳

和
同
開
珎

和
同
開
珎（
古
）

古代銭貨（銅銭）の成分分析—金属組織の比率—

注
５ 

羽
口

フ
イ
ゴ
の
送
風
管
の
先

端
に
つ
け
た
筒
状
の
土

製
品
。

注
６ 

要
石

採
掘
し
た
鉱
石
を
石
槌

で
細
か
く
す
る
際
に
、

鉱
石
を
置
く
台
と
し
て

用
い
ら
れ
た
も
の
。
花

崗
岩
な
ど
硬
い
岩
石
が

用
い
ら
れ
た
。

注
７ 

比
重
選
鉱

比
較
的
重
い
金
属
を
取

り
出
す
際
に
用
い
ら
れ

る
方
法
で
、
水
中
に
沈

澱
す
る
時
間
の
差
に

よ
っ
て
目
的
の
金
属
と

そ
の
他
を
分
け
る
。

注
８ 

長
門
国

現
在
の
山
口
県
西
北

部
。

※和同開珎は、つくりがやや稚拙な和同開珎（古）と精巧な和同開珎
の二種類があり、成分上は、和同開珎（古）はアンチモンを多く含み
鉛はごくわずか、一方和同開珎は錫と鉛を多く含むなどの違いがある。

長
登
銅
山
と

国
産
銅
の
製
錬

鋳
銭
司
の
変
遷
と

年
間
生
産
量
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鋳
銭
司
の
年
間
生
産
量
を
残
さ
れ

た
断
片
的
な
史
料
か
ら
伺
う
と
、
富
寿

神
寳
は
、
発
行
か
ら
三
年
後
の
弘
仁

十
二
年
（
八
二
一
）
ま
で
年
間
五
六
七

〇
貫
文
（
五
六
七
万
文
）
ほ
ど
生
産
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
銅
の
採
掘
量
が

減
少
し
た
た
め
に
、
旧
銭
を
回
収
し
て

鋳
直
す
こ
と
で
一
時
期
一
万
一
〇
〇
〇

貫
文
（
一
一
〇
〇
万
文
）
に
生
産
量
が

増
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
時
代
が
下
る

と
旧
銭
も
底
を
つ
き
、
富
寿
神
寳
に
続

い
て
発
行
さ
れ
た
承
和
昌
寳
の
承
和

九
年
（
八
四
二
）
以
降
の
生
産
量
は
、

年
額
三
五
〇
〇
貫
文
（
三
五
〇
万
文
）

と
な
り
ま
し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
産

銅
量
の
減
少
に
伴
っ
て
、
銭
貨
成
分
に

占
め
る
鉛
の
比
重
が
増
加
す
る
よ
う

に
な
り
、
銭
貨
の
小
型
化
と
粗
悪
化
が

進
み
ま
し
た
。
劣
悪
な
銭
貨
は
人
々
か

ら
忌
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
銭
貨
に

対
す
る
信
用
が
失
わ
れ
、
乹
元
大
寳
を

最
後
に
朝
廷
で
の
銭
貨
生
産
は
終
了

し
、
古
代
の
銭
貨
流
通
は
十
世
紀
の
末

に
衰
退
し
ま
し
た
。

　

高
額
な
金
・
銀
貨
に
較
べ
る
と
、

銅
銭
は
一
枚
を
一
文
と
す
る
小
額
貨

幣
で
す
。
広
範
な
流
通
と
大
量
使
用

を
前
提
と
し
た
た
め
に
、
受
け
渡
し

の
際
の
勘
定
や
運
搬
、
保
管
に
は
不

便
さ
が
つ
き
ま
と
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
不
便
さ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

銅
銭
の
方
孔
（
四
角
い
穴
）
を
「
ぜ

に
さ
し
」
に
通
し
て
、
百
文
、
千
文

単
位
に
束
ね
て
保
管
、
使
用
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
千
文
単
位
に
ま

と
め
ら
れ
た
緡
銭
は
「
貫
」、
百
文
単

位
の
緡
銭
は
「
結ゆ

い

・
連
」
な
ど
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
銅
銭
の
方
孔
は
、「
ぜ
に
さ

し
」
用
の
た
め
に
だ
け
存
在
し
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
銭
貨
の
側
面
仕

上
げ
の
際
に
、
方
孔
に
角
棒
を
通
す

こ
と
で
銭
貨
の
回
転
を
防
ぎ
、
ヤ
ス

リ
や
砥
石
で
の
研
磨
を
容
易
に
す
る

と
い
う
製
作
上
の
必
要
性
も
あ
り
ま

し
た
。

　

外
形
が
円
く
中
央
に
方
孔
が
あ
く

円え
ん

形け
い
ほ
う
こ
う
せ
ん

方
孔
銭
（
方
孔
円
銭
）
は
、
秦

の
半
両
銭
に
始
ま
り
、
輪り

ん

や
背は

い
か
く郭

を

持
つ
前
漢
の
五ご

銖し
ゅ
せ
ん銭
を
経
て
、
武
徳

四
年
（
六
二
一
）
に
発
行
さ
れ
た
唐

の
開か

い
げ
ん
つ
う
ほ
う

元
通
寳
に
よ
っ
て
、
そ
の
様
式

が
確
立
し
ま
し
た
。
中
国
で
は
銭
の

形
に
天
と
地
の
姿
が
凝
縮
さ
れ
、
内

の
方
形
が
地
を
象か

た
どり

、
外
の
円
形
が

天
を
象
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
天
円
地
方
」
の
思
想
で
す
。
開
元
通

寳
は
、
外
径
が
八
分
（
二・四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
で
、
一
〇
枚
を
積
ん
だ

重
さ
が
一
両
（
四
二
グ
ラ
ム
）
に
な

る
よ
う
に
作
ら
れ
た
精
良
な
銭
貨
で

し
た
。
富
本
銭
も
こ
の
規
格
に
倣
っ

て
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
元
通
寳

の
形
状
や
四
文
字
銭
文
は
、
後
の
東

洋
型
貨
幣
の
規
範
と
な
り
、
そ
の
影

響
は
江
戸
時
代
の
寛
永
通
寳
に
も
及

ん
で
い
ま
す
。

　

古
代
の
銅
銭
の
歴
史
は
わ
ず
か

三
〇
〇
年
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、

商
業
が
盛
ん
に
な
る
十
二
世
紀
中
頃

に
な
る
と
日
宋
貿
易
に
よ
っ
て
精
良

な
中
国
銭
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
日

本
国
内
で
流
通
し
始
め
ま
す
。
こ
う

し
た
渡
来
銭
の
流
通
は
十
四
世
紀
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
十
五
世
紀
に
は
勘

合
貿
易
を
通
じ
て
明
銭
が
加
わ
り
ま

し
た
が
、
次
第
に
増
大
す
る
銭
貨
需

要
に
渡
来
銭
の
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、

粗
悪
な
中
国
の
私し

鋳ち
ゅ
う
せ
ん銭や

日
本
の
模も

鋳ち
ゅ
う
せ
ん銭の

流
通
量
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

近
世
に
な
る
と
、
寛
永
十
三
年

（
一
六
三
六
）
に
銅
銭
「
寛
永
通
寳
」

が
江
戸
幕
府
の
手
で
公

鋳
さ
れ
ま
し
た
。
乹
元

大
寳
（
九
五
八
）
以
来

七
〇
〇
年
振
り
の
公
鋳

が
可
能
と
な
っ
た
背
景

に
は
、
戦
国
時
代
の
鉱

山
開
発
に
よ
り
銅
生
産

量
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
時
代
に

な
る
と
、
銭
貨
の
製
作

方
法
は
長
き
に
わ
た
っ

て
用
い
ら
れ
た「
鋳
造
」

か
ら
、
西
洋
式
の
「
打

刻
」
─
─
円
盤
状
に
打

ち
抜
か
れ
た
金
属
に
価

額
や
模
様
を
打
刻
す
る

方
法
─
─
へ
切
り
替
わ

り
、
現
在
私
た
ち
の
手

元
に
あ
る
十
円
玉
に
至

り
ま
す
。
十
円
玉
の
銅

の
品
位
は
九
五
％
。
実

は
、
和
同
開
珎
（
古
）

の
銅
の
品
位
も
同
じ
く

ら
い
で
す
。私
た
ち
は
、

毎
日
一
三
〇
〇
年
前
の

人
と
同
じ
品
位
の
銅
貨

を
使
っ
て
い
る
の
で

す
。

（いずれも日本銀行金融研究所貨幣博物館所蔵）

一銭銅貨（裏） 寛永通寳 開元通寳 半両銭五銖銭 表

裏

輪

背郭
※ 日本で初めての打刻製法

による銅貨の一つ

銅
銭
の
方
孔
と
緡さ
し
ぜ
に銭

銅
銭
の
復
活
と

鋳
造
に
よ
る
製
作
の
終
了




